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はじめに
現代社会はストレス社会

精神的な症状・過労死・長期の睡眠不足
深刻な問題となっている

「癒し」を「α波の値が上昇すること」と定義

癒し効果が期待できる
新たな空間が必要

都市環境の観点からストレスの軽減を検討．

実際の環境を様々な音と映像の組み合わせと
とらえ，相乗効果や相殺効果を含めた検討を行う．



従来の研究

人間の聴覚と視覚の相互作用について，樹木や緑に
よる心理的減音効果に関する研究が多く報告されている．

一般に、都市と自然の景観を比較すると、自然的な景観は

・感情状態が良好
・α波が多く、脳の活動が低くリラックス状態
・血圧などに影響し、身体的な負荷の減少

などが報告されている

しかし、環境を音あるいは景観だけで評価する
のではなく，聴覚と視覚を含めた環境として評価
をすることが重要であり，この二つの要素から

人々が癒される空間づくりが必要．



実験概要

被験者 １６名（男１３ 女３）
実験部屋にて実験

温度２０～２５℃ 湿度５０～６０％



音なし実験の概要
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音あり実験の概要
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実験器具

NeuroSky社製MINDSET
未加工脳波データと

脳波周波数帯を測定することが可能

I-CINE社製VIDEO EYEWEAR
映像以外の視界を遮り臨場感の
溢れる映像を視聴することが可能

この機材を用いて実験を行う



実験で用いる環境音

環境音は現地調査で実際にその都市公園から聞くこと
のできたものを「新効果音大全集」から編集し使用した



撮影場所の設定

場所の設定
都市公園に限定

環境モデル都市であるため景
観に重点を置いた都市計画が
多くなされている為である

対象地の設定
横浜市内に限定

中区・西区地区は
景観推進地区であり
景観に特に力を入れて

いる為である騒音等の影響も考慮し、身近に癒しを感じ
られる場所として都市公園に限定した

横浜市の都市公園の種類（９種類）
基幹公園（１２３） 特殊公園（５）
都市緑地（２）大規模公園（０）
緩衡緑地（０）広場公園（０）
都市林（０）緑道（０）

国の設置に係る都市公園（０）

場所の設定
都市公園に限定

該当数（中区・西区）計 １３０個

地区の設定
中区・西区地区に限定

設置目的が都市の自然的環境の保全等
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街区公園（104）
目的：住区内に居住する者の利用

面積：０．２５ｈａを標準

近隣公園（13）
目的：近隣に移住する者の利用

面積：２ｈａを標準
地区公園（1）

目的：徒歩圏内に居住する者の利用
面積：４ｈａを標準

総合公園（5）
目的：都市住民全般の総合的な利用

面積：１０～５０ｈａを標準

運動公園（0）
目的：都市住民全般の運動に利用

面積：１５～７５ｈａを標準

規模が小さく、都市計画が積極的に行われてい
ることが少なく撮影条件を満たすことが難しい



撮影条件

・景観条件や景観三要素が認識できる
・撮影時間を限定（９～１５時）
・カメラを平の場所の目線の高さで固定
・晴れの日

・景観条件や景観三要素が認識できる
・撮影時間を限定（９～１５時）
・カメラを平の場所の目線の高さで固定
・晴れの日

多様の統一
平行線

スカイライン
ビスタ

アイストップ

景観工学からみた
美しい景観の条件

・景観条件や景観三要素が認識できる
・撮影時間を限定（９～１５時）
・カメラを平の場所の目線の高さで固定
・晴れの日

遠景と近景の遠近差
明暗の度合い
静と動との混在

景観工学からみて

１つはないとつまらな
い景観である

２４の都市公園から約５００枚の撮影を行った



動画の選定

約５００枚の写真の中から下記の条件の写真
を含むものは対象から除く

上記の条件から１５１枚を選定

アンケートにより動画の撮影場所を選定

・逆光や暗い
・公園全体の雰囲気がわからない
・一定期間の特殊な要素を含む



アンケート用紙



アンケート結果
人工の良

人工の悪

自然の良

自然の悪

癒される

好き

癒されない

嫌い

人工 自然

混在の良

混在の悪



動画１ グランモール公園

実験に用いる動画

人工の良画像

動画２ 横浜公園

自然の良画像

動画３ 山下公園

混在の良画像



動画４ 山手見晴らし公園

実験に用いる動画

人工の悪画像

動画５ 本牧臨海公園

自然の悪画像

動画６ 本牧臨海公園

混在の悪画像



実験結果

環境音１（交通音）の個人別α波値

順位

単位(μ･V)



実験結果

動画別による影響の関係性がない。

考察



実験結果

環境音１（交通音）の個人別のα波値の順位

順位



実験結果

アンケート結果とは違う結果であった。
主観的評価と心理的評価は違う可能性が考えられる。

考察



実験結果
環境音別の評価

余計な音が無いことで動画を鑑賞す
ることに集中できるためだと考えら
れる。評価の低い動画３は、人の流
れが多いため集中して動画鑑賞が
できなかったと考えられる。

考察

被験者が都市部で生活している人が多く普段聞きなれている
ために騒音として認識されなかったことが考えられる。

考察



おわりに

今回の測定方法では脳波形が安定していないことが感じられた．
そのため今後実験を行う際に測定方法を改善する必要があると感じた

今回の実験では喫煙の有無については考慮しなかったので
喫煙の有無による脳波形の影響の可能性も示唆しなければならない

被験者の日常の脳波形を測定し普段と実験時の
脳波形の比較について行うことも検討したい

脳波の測定方法の見直し

個人の脳波形の調査

喫煙の有無に対する脳波形の調査


